
プ
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デ
ュ
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サ
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・

木
下
忠
司
+
相
津
徹

企
画
・
製
作
・
関
根
光
致
子

も
し
、
う
ま
く
地
雷
を
踏
ん
だ
ら
、
サ



-出演

岡本早生(新人)

小林桂樹

中原ひとみ

越方

光石研

望月真理子

篠山葉

丘山未央

小倉一郎

河原崎次郎

屋嘉男

野響子

岡田英次

111日崇

私
の
青
春
時
代
は
戦
争
(
軍
国
主
義
)
が
夢
を
育

ん
で
く
れ
な
か
っ
た
。

一
ノ
瀬
泰
造
君
は
、
自
由
と
金
と
栄
光
を
求
め
て

若
者
の
す
べ
て
を
そ
の
夢
に
賭
け
た
。
お
年
の
短
か

い
生
涯
だ
っ
た
が
、
母
へ
の
手
紙
に
、
「
好
き
な
仕
事

に
命
を
か
け
る
幸
せ
な
息
子
が
死
ん
で
も
悲
し
む
こ

と
な
い
ヨ
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
は
年
、
今
日
有
り
余
っ
て
い
る
自
由
の

中
で
、
ど
れ
だ
け
の
若
者
達
が
将
来
の
夢
に
向
っ
て

駆
け
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

木
下
忠
司

-
一
ノ
瀬
泰
造
の
略
歴

昭
和
包
年
川
月

l
目
、
佐
賀
県
武
雄
市
生
ま
れ
。

昭
和
何
年
、
日
本
大
学
芸
術
部
写
真
学
科
を
卒
業

後
、

U
P
l

通
信
社
東
京
支
局
で
働
く
。

昭
和
幻
年

3
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
戦
場
に
立
ち
、

フ
リ
!
の
戦
争
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

以
後
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
一
年
間
(
昭
和
灯
年

7
月

j

将
年

6
月
)
取
材
、
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
、
ワ
シ
ン

ト
ン
ポ
ス
ト
な
ど
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
で
活
躍
し
た

昭
和
利
年

H
月
辺
日
か
お
目
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
へ
単
独
潜
行
し
た
ま
ま
消
息
を
断
っ
て
い
る
。

当
時
お
歳
。

衛門

.スタッフ

企画・製作=関根光致子

フ。ロテ♂ユーサー=木下忠ロ

相湾徹

原作=一ノ瀬泰造

「地雷を踏んだらサヨナラ'i講談社刊)

原作一の瀬信

「わが子泰造」合同出版刊

脚本=かがみおさむ

撮影監督=岡崎宏

(JｷSｷC)
監督=渡辺範雄

音楽=木下忠言

照明=牛来邦彦

術=望月正照

録音=矢野勝久

編集=菅野善雄

記録=棋坪多鶴子

助監督=山口巧

撮影協力=

佐賀県武雄市

佐賀県有岡市

十四代酒井悶柿

共同通信

フイ 1レム提供二

HK サービスセンター

中日映両社

・協力 = (Nilcon)

向掃除 t

・推薦=

優秀映両鑑賞会

日本ユネスコ協会

-

9

7

2年

|

月

加

目

、

故

郷

武

雄

の

母

親

の

元

へ

「

ベ

ト

ナ

ム

へ

行

く

」

と

い

う

電

話

を

入

れ

て

、

一

ノ

瀬

泰

造

(

タ

イ

ゾ

l

)は

羽

田

を

発

っ

た

。

報

道

写

真

家

を

目

指

す

タ

イ

ゾ

l

に

と

っ

て

、

ベ

ト

ナ

ム

の

戦

場

こ

そ

が

一

発

で

名

を

挙

げ

る

チ

ャ

ン

ス

の

あ

る

場

所

だ

っ

た

。

一

匹

狼

で

何

の

コ

ネ

も

な

い

タ

イ

ゾ

i

は

、

直

接

ベ

ト

ナ

ム

へ

入

る

こ

と

は

出

来

な

か

っ

た

が

、

途

中

寄

っ

た

プ

ノ

ン

ぺ

ン

で

接

し

た

カ

ン

ボ

ジ

ア

の

人

々

の

温

か

い

人

柄

と

、

望

遠

レ

ン

ズ

で

見

た

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

卜

の

偉

容

に

、

彼

は

強

く

引

き

付

け

ら

れ

た

。

よ

う

や

く

ベ

ト

ナ

ム

入

り

し

た

タ

イ

ゾ

l

は

、

成

功

へ

の

近

道

で

あ

る

「

ピ

ユ

リ

ツ

ツ

ア

l
賞

」

を

狙

っ

て

、

戦

場

で

が

む

し

ゃ

ら

に

写

真

を

撮

り

ま

く

っ

た

。

し

か

し

、

現

実

の

戦

斗

は

タ

イ

ゾ

!

の

野

心

を

超

え

て

い

た

。

「

無

鉄

砲

か

つ

い

だ

、

弱

い

ボ

ク

サ

ー

あ

が

り

の

フ

リ
l

カ

メ

ラ

マ

ン

」

と

、

知

人

へ

の

手

紙

で

自

ら

お

ど

け

て

み

せ

た

タ

イ

ゾ

ー

だ

っ

た

が

、

次

第

に

か

戦

争

カ

メ

ラ

マ

ン

。

と

し

て

認

め

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

「
U

p

l月

間

賞

」

を

取

る

ま

で

に

な

っ

た

。

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

も

一

段

落

し

て

、

次

の

タ

イ

ゾ

ー

の

狙

い

は

、

い

よ

い

よ

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

だ

っ

た

。

そ

ん

な

あ

る

日

、

タ

イ

ゾ

l

は

突

然

日

本

へ

帰

つ

て

来

た

。

東

京

で

、

思

師

や

先

輩

や

親

友

と

旧

交

を

温

め

る

と

、

ふ

ら

り

と

故

郷

の

武

雄

に

姿

を

現

わ

し

た

。

突

然

の

帰

郷

に

、

父

母

も

姉

た

ち

も

驚

き

喜

ぶ

と

共

に

、

そ

の

理

由

を

次

姉

の

結

婚

式

の

為

だ

と

思

っ

た

。

だ

が

タ

イ

ゾ

ー

は

、

そ

の

日

式

に

は

出

席

せ

ず

、

カ

メ

ラ

を

持

つ

と

、

焼

き

物

の

町

有

国

へ

ふ

ら

り

と

足

を

向

け

た

。

学

生

時

代

の

彼

の

習

作

の

一

つ

が

「

有

国

の

匂

い

」

だ

っ

た

。

そ

の

時

、

名

匠

柿

右

衛

門

の

所

で

知

り

合

っ

た

、

陶

芸

家

志

望

の

仲

川

郁

子

と

の

再

会

は

、

タ

イ

ゾ
l
に

ベ

ト

ナ

ム

も

姉

の

結

婚

式

も

忘

れ

さ

せ

た

。

「

自

由

と

カ

ネ

と

栄

光

|

|

」

タ

イ

ゾ
l

は

目

を

輝

か

せ

、

自

『

分

の

抱

負

を

郁

子

に

語

る

の

で

あ

っ

た

。

数

日

後

、

弾

丸

が

貫

通

し

て

不

気

味

に

穴

の

開

い

た

カ

メ

ラ

を

残

し

て

、

タ

イ

ゾ

l
は

両

親

に

別

れ

を

告

げ

、

再

び

ベ

ト

ナ

ム

へ

向

っ

た

。

戦

場

へ

戻

っ

た

タ

イ

ゾ
l

の

目

標

は

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

卜

だ

っ

た

。

ベ

ト

ナ

ム

や

フ

ノ

ン

ぺ

ン

か

ら

幾

つ

か

の

写

真

記

事

を

送

っ

た

タ

イ

ゾ

ー

は

い

ま

、

最

大

の

目

標

に

向

う

決

意

に

燃

え

て

、

カ

ン

ボ

ジ

ア

の

夕

景

を

眺

め

て

い

た

。

「

こ

ん

な

に

美

し

い

夕

焼

け

を

毎

日

眺

め

ら

れ

る

カ

ン

ボ

ジ

ア

の

人

の

眼

は

美

し

く

な

る

は

ず

だ

:

:

:

」

タ

イ

ゾ

ー

は

一

人

、

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

へ

向

っ

て

歩

き

出

し

た

。

「

も

し

、

う

ま

く

地

雷

を

踏

ん

だ

ら

、

サ

ヨ

ウ

ナ

一

フ

/

・

」

タ

イ

ゾ

ー

は

再

び

帰

つ

て

は

来

な

か

っ

た

。

1

9

7

3年

日

月

の

こ

と

で

あ

る

。

時

に

タ

イ

ゾ

l

、

お

才

。

2

0
、
0

0

0枚

の

ネ

ガ

と

大

量

の

手

紙

を

残

し

て

、

い

ま

、

タ

イ

ゾ

ー

は

い

な

い

。
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